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美f淀川は十時岳にその源を発し，流下

して胤川市において石狩川l乙合流するー

阿川である。筆者は以前に，乙の美瑛川

について，石狩川の合流点附近には山女

魚、が棲息しているが，美瑛町附近には杢

金いないし，鮭も隣りの忠Jllj)11 には入る

が， ζの川には入らないという話を聞い

たので，旭川に行った時に，ついでに調

査した ζ とがあるの

昭和2ヨ年 10月15日，美• .ø~市街附近

のがifJKは PH2.0の強酸性を主主し，硫酸

の含有号:は 126.4ppmという多量である

乙とがわかったの硫酸量は火山，温泉な

どの直接の影響，または硫化金属鉱山排

水の一指標として扱い得るものである。

すなわち美瑛川は十勝火山群の温泉水を

集めてくるために，強酸性を呈し，硫酸

の量が著しく大きな天然排水を流してい

る河川であるのそのため魚類の棲息は不

可能であるのまに，農業の方では，この

水を長く使っているため土壌が酸化して

いわゆる酸性土壌となるため，収量はへ

っている状態である。しかし石狩川本流

にくらべて，そのJK量が著しく少ないの

で，本流l乙与える影響は無視し得る程度

である。本道では乙の美瑛川の他，官良

野川(十勝火山)， セセクベヅJII (JII湯

温泉)，登別)11(登別温泉)，長流川(硫

黄山)， 豊平川〔定山漢温泉〕などが，

いずれもとの積の白然汚染を被っている

が，特にセセクベ、ツ川の流入による屈斜

路湖の酸性化は注目されている。すなわ

ち強き酸性水の流入は湖水の PHを低め

CPHは金属 5.0内外となっている)，湖

の生産力を極度1乙低下させている状態で

ある。乙のため近時，地元弟子屈町では

乙の湖水を淡水魚、の養殖に適する水質!r

しようとする要請が起きているようであ

る。

さて，最近，宮良野地方の突然鉱害の

処理問題が中央で反響を呼んで，総理府

費源、調査会・の基礎調査の実施となったわ

けであるが(読売新聞 31.:L 31)， 乙の

鉱毒の被害を宰知郡上官良野町の例から

みれば，昭和 13年の開問当時 1700町歩

で反収2石 2斗 1升と道内平均より1.2
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斗下回る程度であったものが，同 19年に 函で今年はその第一共工事に着手，来年

は1.600町歩で反収1石 8斗 1升，同 28

年には 1，400町歩で反収1石 2斗 4升と

当初の半分'1乙低下し，水田も畑も転換さ

れたり，放棄されてしまったのまた，最

近の調歪では， この毒水を使っている水

岡と普通の水を使っている水田との収量

差は，反当り 1俵から 1俵半ともなって

いて，しかもこれだけの収量を確保する

ための施肥量は普通用水を使っている水

田よりも 5割も多くなければならないと

いうのであるのそれで乙の地方では数年

前から毒水処理を各方面に陳情し，一般

開発とからんだ調査が道総合開発委員会

の手で昨年より行われていたものが， 乙

のほど実現するはこびになったものであ

る。場所は美瑛川の上流，上川郡美瑛町

三沢に，総工発 1億 3千万円の酸性水処

理槽がつくられることになり，二ヵ年計

一杯で完成されるということであるの

現在，酸性水の処理方法として一般に

行われているのは主として生石;民また

は硝石次を混じて酸性を中和する方法で

あるが，美瑛川の場合も石友石中和が採

用されるようで，酸性水を水路l乙導き淡

砂池で一度土砂を除いてから，この槽を

通して硫黄分をなくするもので，処理槽

は幅30m，長さ 80m，槽中l乙直径2cm

から 3cm大の石友石を一杯つめて酸性

水を中和させるので， 毎秒2to立の水を

泌過する能力をもつものであるというこ

とである。とにかくこうした大量の天然

排水がE費を投ぜられて，大規模に処理

されようとすることは，わが国では最初

のことでありその成果が期待される弐第

である。 (31.7. 16) 

G己調査課長〕
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鱗化事業の改善推進運動

北海道鮭鱒保護協力会連合会では現在

「鮭鱒解化事業の実態を基盤として事業

の改善によって効果を拡大することに協

力する」趣旨をもって，広く改善研究の

発表を求めている。

事項は騨化事業全般で，つぎのような

点があげられている。

。1. 親魚の保護と密漁の防止並ぴl乙耳元

締

2. 親魚の捕獲並びに蓄養

3. 探卵，卵子運搬，移殖，醇化

4. 稚魚の監理，放流稚魚の保護

5. 諸施設，騨化器具

6. 災害，騨化悪条件の対策

7. その他関連ある事項

これらの点について，改善の案，または

改善努力の業蹟，あるいはまた効果が予

想出来ても実現困難な場合などについて

連合会宛に内容を知らせてほしいとして

いる。

これらの発表に対して連合会では，そ

の事項によって，騨化場の関係官I乙検討

を依頼し，関係者に衆知させ，意見の交

流をはかる。また，記念品を贈呈し，感

謝の意を表するとともに，その実現をは

かるとしている。

こうした研究は一応2月末日の締切と

なっているが，連合会では第1次的な

運動としており，なお，継続すること

を考えている。


